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Transcatheter arterial embolization of acute arterial bleeding in the upper and lower 






























































審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、動脈性消化管出血に対してN-butyl-2-cyanoacrylate(NBCA)を用いて経カテー
テル的動脈塞栓術(NBCA-TAE)を行い、その有用性と安全性を検討したものである。その結
果、NBCA-TAE は高率に動脈性消化管出血を止血し、再出血は少なかった。NBCA-TAEは、消
化管潰瘍などの合併症を生じる危険性があり、実施にあたっては熟練と経験を要する。な
お、本法は凝固能障害例や循環動態の不安定な例にも有効であった。本論文の内容は、難
治性の動脈性消化管出血に対する治療において、NBCA-TAEが有用であることを実証したも
のであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
